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障害者自立支援法に基づく補装具の種目、購入又は修理に

要する費用の額の算定等に関する基準の改正について

障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第５条第１９項及び第７

６条第２項の規定に基づく補装具の種目、購入又は修理に要する費用の額の

算定等に関する基準（平成１８年厚生労働省告示第５２８号）の一部が平成

２２年３月３１日厚生労働省告示第１２４号をもって別添２のとおり改正さ

れ、平成２２年４月１日から適用されることとなった。

ついては、貴管内市町村及び関係機関等に対し、下記の点を御了知のうえ

周知願いたい。

記

１ 改正の要点

（１）最近の材料費及び人件費並びに一般市価の動向等に対応するため、

補装具の価格の改定を行うこと。

（２）補装具の購入基準について、補装具の名称等の変更及び追加を行う

こと。

（３）補装具の修理基準について、補聴器、車いす、電動車いす等の修理

部位の変更及び追加を行うこと。

２ 改正の概要 別添１を参照のこと。

３ 運用上の留意事項

補装具製作業者等に対しても、改正の内容を周知するとともに、製作

技術の充実及び技術水準の向上に努めるよう指導すること。



別添１

平成２２年度 障害者自立支援法に基づく「補装具の種目、購入又は修理に要す

る費用の額の算定等に関する基準」（告示）の一部改正について（概要）

１．義肢、装具及び座位保持装置

○改定方針

２２年度補装具基準価格の改定については、２１年度中に補装具評価検討会にお

いて実施した補装具価格調査結果を踏まえて、人件費分について２．７９％の改定、

素材費分の義肢及び装具については６．３％、座位保持装置については６．０％の

改定を行うこととする。また、チェックソケットの材料に透明プラスチックを使用

した場合は、７，５００円加算できることとする。

２．「その他」種目（車いす、補聴器等、上記１以外の種目）

○改定方針

補装具業者に対して行った実勢価格調査等に基づき所要の改定を行う。改定内容

は下記の通り。

（購入基準）

○盲人安全つえ

・身体支持併用（３，８００円）を新規追加。

○補聴器

・骨導式ポケット型

６７，０００円 → ７０，１００円

○車いす

・基本構造欄に「又は JIS T 9201-2006」を追加。
・耐用年数を５年から６年へ変更。

○電動車いす

・基本構造欄に「又は JIS T 9203-2006」を追加。
・簡易型（現行の JIS規格に合わせて、手動兼用型から名称変更）

A 切替式 ２３０，０００円 → １５７，５００円

B アシスト式 ２６３，０００円 → ２１２，５００円

○座位保持いす

・備考欄に「車載用のものは４０，７００円増しとすること。」を追加。



○歩行器

・六輪型

４４，０００円 → ６３，１００円

・四輪型（腰掛付き）

３６，０００円 → ３９，６００円

・四輪型（腰掛なし）

３１，０００円 → ３９，６００円

備考欄に「サドル・テーブル付きのもの又は胸郭支持具若しくは骨盤支持具

付きのものは６１，０００円増しとすること。後方支持型のものは２１，０

００円増しとすること。」を追加。

・固定型

２６，０００円 → ２２，０００円

○排便補助具

・８，２００円 → １０，０００円

○歩行補助つえ

・松葉づえ 軽金属 伸縮型

５，３００円 → ４，５００円

・多点杖

１０，０００円 → ６，６００円

・プラットホーム杖

１８，０００円 → ２４，０００円

○重度障害者用意思伝達装置

改正前 ４５０，０００円

改正後（４種類に分割）

・文字等走査入力方式で簡易なもの １４３，０００円

さらに通信機能が付加されたもの ４５０，０００円

さらに環境制御機能が付加されたもの ４５０，０００円

・生体現象方式のもの ４５０，０００円



（修理基準）

○盲人安全つえ

・マグネット付き石突交換

５００円 → ７６０円

○補聴器

・骨導式ポケット型レシーバー交換

８，７００円 → １０，５００円

・骨導式ポケット型ヘッドバンド交換

３，１００円 → ３，１５０円

・FM型受信機交換（８０，０００円）を新規追加
・FM型用ワイヤレスマイク交換（充電池を含む）

４２，３００円 → ９８，０００円

・FM型受信回路組立交換
４８，０００円 → ４６，０００円

・FM型受信機ケース（端子）交換（５，０００円）を新規追加
・FM型受信機スイッチ交換（４，０００円）を新規追加
・FM型用ワイヤレスマイクアンテナ交換（１０，０００円）を新規追加
・FM型用ワイヤレスマイク基板交換（６４，０００円）を新規追加
・FM型用ワイヤレスマイクケース交換（８，０００円）を新規追加
・FM型用ワイヤレスマイク充電池交換（５，０００円）を新規追加
・FM型用ワイヤレスマイク充電用 ACアダプタ交換（３，５００円）を
新規追加

・FM型用ワイヤレスマイク外部入力コード交換（２，０００円）を新規追加
・イヤーモールド交換

６，４００円 → ９，０００円

・オーディオシュー交換（５，０００円）を新規追加

○車いす

・クッション（特殊な空気室構造のもの）交換

４３，０００円 → ４５，０００円

・テーブル交換

６，８００円 → １０，９００円

・その他新規追加項目（別紙１のとおり）

○電動車いす

・簡易型電動装置交換

１６５，０００円 → １５７，５００円

（ACサーボモーター式を必要とする場合は２０，０００円増し）
・簡易型右側駆動装置交換



１１８，６００円 → １１４，８５０円

（ACサーボモーター式を必要とする場合は１０，０００円増し）
・簡易型左側駆動装置交換

８８，６００円 → ８４，８５０円

（ACサーボモーター式を必要とする場合は１０，０００円増し）
・バッテリー交換

２１，５００円 → ２５，８００円

（密閉型は ２，０００円増し → ３，０００円増し）

・その他新規追加項目（別紙２のとおり）

○重度障害者用意思伝達装置

・遠隔制御装置（２１，０００円）を新規追加。

（その他）

・車いす、電動車いすの現行の JIS規格に合わせて下記のとおり用語を変更。
手動兼用型 → 簡易型

肘掛け、肘台、肘当て → アームサポート

足台 → レッグサポート

夜行装置、夜行材、夜行反射板 → リフレクタ（反射器）

レッグレスト → レッグサポート

フットレスト → フットサポート

スカートガード → サイドガード

押し手 → 手押しハンドル

背もたれ、背当て、バックレスト → バックサポート

転倒防止用装置 → 転倒防止装置



（別紙１）

項　目
１台分or
１個分

新規加算基準額 購入後の後付け加算額

延長バックサポート交換

備考に　「枕は含めないこと。」
台 8,750 －

幅止め交換 個 3,750 750

張り調整式バックサポート交換 台 15,080 －

高さ調整式バックサポート交換 台 12,080 －

背折れ機構部品交換 台 5,840 －

背座間角度調整部品交換 台 8,100 －

座張り調整部品交換 台 10,000 －

座奥行き調整（スライド式）部品交換 台 16,970 －

座板交換 台 6,800 －

クッション滑り止め部品交換 台 1,580 －

車いすの修理基準新規追加分
備考欄　　「購入後に後付けする場合は、○○円
増しとする。」

1



ヘッドサポートベース（マルチタイプ）
交換

備考　枕込み

台 16,950 －

枕（オーダー）交換 備考に「レディメ
イドは５０％とする」

台 10,330 －

脱着式レッグサポート交換 個 5,780 －

挙上式レッグサポート（パッド形状）
交換

個 6,390 －

開閉挙上式レッグサポート（パッド形
状）交換

個 9,290 －

開閉・脱着式レッグサポート交換 個 6,790 －

フットサポート角度前後調整
（フットサポート交換の備考に入力）

個

高さ角度調整式アームサポート交
換

個 9,010 －

高さ調整式アームサポート（段階調
整式）交換

個 3,310 －

角度調整式アームサポート交換 個 7,050 －

跳ね上げ式アームサポート交換 個 4,680 －

脱着式アームサポート交換 個 4,680 －

前後調整、角度調整、左右調整の各構造を有す
る場合は、各1,500円増しとする。

2



ｱｰﾑｻﾎﾟｰﾄ拡幅部品交換 個 3,610 －

アームサポート延長部品交換 個 3,610 －

車軸位置調整部品交換 台 16,120 －

大車輪脱着ハブ交換 個 5,000 －

ノブ付きハンドリム交換 個 4,470 4,350

高さ調整式手押しハンドル交換 台 7,840 －

転倒防止装置（キャスター付き折り
たたみ式）交換

個 7,740 －

ガスダンパー交換 個 15,000 －

延長用ブレーキアーム交換 個 1,450 －

車載時固定用フック交換 個 3,000 －

ノーパンクタイヤ交換 個 3,690 1,740

日よけ（雨よけ）部品交換 個 6,000 －

６輪構造部品交換 台 34,720 －

3



背クッション交換 個 10,000 －

特殊形状クッション（骨盤・大腿部サ
ポート）交換

個 20,790 －

クッションカバー（防水加工を施した
もの）交換

個 6,530 －

成長対応型部品交換 台 56,020 －

痰吸引器搭載台交換 個 25,000 －

4



（別紙２）

項　目
１台分or
１個分

新規加算基準額 購入後の後付け加算額

延長バックサポート交換

備考に　「枕は含めないこと。」
台 9,300 －

張り調整式バックサポート交換 台 15,080 －

背座間角度調整部品交換 台 8,100 －

座奥行き調整（スライド式）部品交換 台 12,080 －

電動車いすの修理基準新規追加分
備考欄　　「購入後に後付けする場合は、○○円
増しとする。」

1

枕（オーダー）交換
備考に「レディメイドは５０％とする」

台 10,330 －

ヘッドサポートベース（マルチタイプ）
交換
備考　「枕は含めること」

台 16,950 －

開閉・脱着式レッグサポート交換 個 6,790 －

フットサポート角度前後調整
（フットサポート交換の備考に入力）

個

高さ調整式アームサポート交換 個 3,310 －

跳ね上げ式アームサポート交換 個 4,680 －

前後調整、角度調整、左右調整の各構造を有す
る場合は、各1,500円増しとする。

1



アームサポート拡幅部品交換 個 3,610 －

アームサポート延長部品交換 個 3,610 －

電動スイングチンコントロール一式
交換

台 213,000 -

（パーツ）パワースイングチンアーム
交換

個 68,250 －

（パーツ）チン操作ボックス交換 個 15,250 －

（パーツ）セレクター交換 個 88 000 －

2

（パーツ）セレクター交換 個 88,000 －

（パーツ）液晶モニター交換 個 52,000 －

（パーツ）頭部スイッチ・取付金具交
換

個 20,000 －

手動スイングチンコントロール一式
交換

個 35,000 －

（パーツ）手動スイングチンアーム交
換

個 19,750 －

（パーツ）チン操作ボックス交換 個 15,250 －

手動スイングアーム交換 個 10,000 －

2



多様入力コントローラ（非常停止ス
イッチボックス）交換

個 20,000 28,000

多様入力コントローラ（４方向スイッ
チボックス）交換

個 30,000 －

多様入力コントローラ（４方向スイッ
チボード）交換

個 30,000 －

多様入力コントローラ（８方向スイッ
チボックス）交換

個 50,000 －

多様入力コントローラ（８方向スイッ
チボード）交換

個 50,000 －

多様入力コントローラ（小型ジョイス
ティックボックス）交換

個 40,000 －

3

多様入力コントローラ（フォースセン
サ）交換

個 88,000 －

多様入力コントローラ（足用ボック
ス）交換

個 40,000 －

簡易１入力一式交換 個 90,000 －

延長式スイッチ交換 個 1,000 －

レバーノブ各種形状（小ノブ、球ノ
ブ、こけしノブ）交換

個 3,350 1,650

レバーノブ各種形状（Uノブ、十字ノ
ブ、ペンノブ、太長ノブ、T字ノブ、極
小ノブ）交換

個 3,860 2,980

感度調整式ジョイスティック交換 台 10,000 5,000

3



ジョイスティックのバネ圧変更部品
交換

台 7,500 500

前輪パワーステアリング部品交換 台 51,000 －

ノーパンクタイヤ（前輪）交換 個 5,000 12,400

ノーパンクタイヤ（後輪）交換 個 5,000 13,300

転倒防止装置（キャスター付き折り
たたみ式）交換

個 7,740 －

車載時固定用フック交換 個 3,000 －

4

日よけ（雨よけ）部品交換 個 6,000 －

テーブル交換 個 10,900 －

成長対応型部品交換 台 56,020 －

手動リクライニング装置交換 台 35,000 －

痰吸引器搭載台交換 台 25,000 －

4
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